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意 見 書

上田市地域自治センター条例に基づき、下記のとおり地域協議会の意見書を

提出します。

記

１ 件 名 上田電鉄別所線電車存続について

２ 意見内容

上田電鉄別所線電車は、開業以来地域住民の重要な交通手段とし

て、また地域経済の担い手としてその使命を十二分に果して今日に至

っており、地域にとって必要な交通手段であります。合わせて近年は

環境、観光、文化及び教育などの多方面に渡ってその果す役割は一層

大きく、将来にわたり存続して活躍されることが期待されています。

塩田地域におきましては、別所線電車存続に向けて別所線電車存続

期成同盟会を中心に、春と秋に自治会特別割引回数券の販売斡旋を行

うほか、利用者の増加を図るため「乗って残す」住民運動を展開し利

用促進を図ってきております。

上田市におきましては、別所線電車利用者の安全を確保することを

目的に、6年間に約 5億 4,000万円の公的支援をしていただきました。
別所線電車は、地域の重要な交通手段として、またまちづくりのイン

フラとして必要不可欠なものであります。地域では、別所線電車存続

に向けて、住民が一丸となり存続運動を展開してまいりますが、引き

続き上田市からの公的支援を賜りますよう強く要望いたします。
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